
ハクトウワシ
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身近な動物の分類

第2章で学んだ植物と｜司じように、私たちの身のまわりには多

くの動物がいる。例えばCDのように、鮮魚店で、は水中のさ
まざまな動物が売られている 0 ( Dのように、水族館や動物

園では多様な動物を見ることができる。また、動物をペットとし

て飼っている人もいる。こうした動物には、どのような特徴があ

るのか調べていこう。

発表しよう

動物のからだのつくりの共通点と相違点を見つけて、発表しよう。

時・回・・l!&i・e踊m・

主制 並区、へj’‘・・・・圃・.. 旦，..，＝・圃．．．．．．．． 

伽.. 圃・.... ・噌・・・・・・・h・．，，．．． 

水族館や動物園で見られる動物の例

』 ., :.1・圃圃邑可・圃
・.，めとa、．．．．． 凪‘＇－/.J吋町 一『司司，．．．．．．，つ

10 



動物のからだのっくり
観察の目的身近なさまざまな動物のか5だのつくりを観察し、それぞれの特徴を比較して、

共通点や相違点を見いだ言。

附
刷
物
の
分
類｜残

・観察終了後、必ず手を洗う。

に ぽ

ロ煮干し（カタクチイワシ）

ロシバエビ（シロアシエピ、ウシ工ビなどでもよい）

ロルーペ ロピンセット ロ記録用紙

準備する吻観察の方法

E冨~
観察する動物を準備する

。 煮干しは10分程度

水につけて

ふやかしておく。

E富~
外部のっくりを観察する

。 ルーべなどを使い、動物のか5だのつくりをくわしく観察する。

。 記録用紙に、動物のか5だ全体や、部分こ、とのスケッチをする。

また、文章で説明を書いて記録する。

E冨~

左右に弓｜っ張る。

冒令

肉部のっくりを観察する

。 それぞれの動物のからだの一部を

手やピンセットを使い、外して観察する。

内部を観察レ、特徴を記録する。

また、観察した劃物の

共通点や相違点を記録する。

結果の見方

47 

・観察したいくつかの劃物のからだのつくりの特徴は何か。

考察のポイント ・観察した動物のからだのつくりの特徴について、共通点や相違点は何か。



I -I 観察刈物山だは ⑪ のよう仏
観察かb I 

！食べたものが通る管（食べたものの通り道）が共

通して見られる。一方、からだの表面のようすや手ざわり、あし

の数など、さまざまなちがいがある。そのちがいのなかの、背骨

（脊椎骨）をもっているかどうかにより、動物は2つのク〉レープに

分けられる。その1つは、カタクチイワシのように背骨をもっ動

物のク〉レープで脊椎動物cc蕩 ）、もう1つは、シバエビのよう
に背骨をもたない動物で、無脊椎動物（Gi)）とよばれている0

． 脊椎動物

脊椎動物は、地球上におよそ7万種類以上が確認されてい

る。脊椎動物はその特徴のちがいから、さらにいくつかの究ル

ープに分類される。

カメレオン

ネズミ

ヒラメ

48 
，，．， －·， ； ；• .’ g 日：；；＿；~・
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G・ 10 
観誤4の結果

力タクチイワシ（上）には背骨があるが、

シバエビ（下）には背骨がない。

ウズラ

， 

GE’ 脊椎動物の透明白格標本
も i ：~ .1 I！／，りしム〈

薬毘を使用して骨を紫色に染色し、

筋肉を透明にした。

からだの中に背骨が見られる。

p 



~、GDの
動物1ご背骨はあ否かな。
背骨カずあれば、
どご lごあ~力、な．

． 無脊椎動物

無脊椎動物は、地球上におよそ146万種類が確認されてお

り、脊椎動物よりも種類がはるかに多い。無脊椎動物もその特

徴から、さらにいくつかのグツレープに分類される。 第

3
霞
動
物
の
分
類

学びをいかして考えよう

第1章で観察レた動物は、脊椎動物、無脊椎動物

のどちらに分類することができるか考えよう。10 
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イカ

工ビ

カニ

~’ 無脊権動物の透明骨格標本

薬局を使用して自完肉を透明にした。

mの脊椎動物に見られるような背骨が男られない。



, 
, 

so 

メダカ

タツノオトジコ

j濁自民
カメ

スズメ ,) I'＂＇、

つズラ

脊椎動物

レッツスタート！

単Bの話椎動物を、 鉱E’を参考にして
2ゥのグループに分けてみよう。

何泊りの分け万ができるだろうか。

~~~温・

内

ヒト ダチョウ

八~
力工ル

イモυ

CD 
さまざまな脊椎動物

第l章でつくった
生物カードの動物や

45ぺーヲの動物宅
分けられi5かな。
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睡眠のしかた

・メダ力にはあしがなく、ひれがある。
・メダ力はうろこがある。

ヒトの胸部のレントゲン写真

ヒトには肺がある。魚にはえらがある。

/--~ 

1 吾のうまれ方

、u
サケは卵からかえる。・ィヌにはあしがある。

・イヌの体表は毛におおわれている。

~・脊椎動物を分けるときのさまざまな特徴
理制の見方・考え方

え考

う
を

よ

ル
占

判

み

ー違

吋

ぅ
ロ
同
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rl

そ
判

分

占

w
l
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を
つ
点

吐
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観
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7
9

物

ぺ

動

比

51 

CDの動物だけでも、さまざまな特厳に注目してめレープを
つくることができる。例えば、からだのっくりやはたらきに注目し

また、動物のすむ場所ゃうま

いくつかの特徴に注目して

てグ〉レープに分けることができる。

れ方によっても分けることができる。

脊椎動物を分類していこうCCD）。脊椎動物のからだのっく
りなどには、どのような特徴があるか、順に考えていこう。
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．からだのつくり

水中で生活する脊椎動物は、 ＆・のように、泳ぐのに適し

た体形と体表をしている。

一方、陸上で生活するものの多くは、からだを支えるあしをも

つ。体表は陸上の乾燥した環境に過したっくりになっており、

乾燥に強く、うろこや羽毛、毛などをもっ。

・睡眠のしかた

水中で生活する動物のなかには、えらで呼吸する動物がいる。

一方、 陸上で生活する動物は肺で呼吸する。また、幼生＊1のと

きはえらと皮府で呼吸し、成長すると肺と皮府で呼吸する動物

もし、る。・3のうまれ方
子を残すときに、親が卵をうみ、卵から子がかえる動物がい

る“。 このような子のうまれ方を卵生という。一方、ある程度

母親の体内で育ってから子がうまれる動物もいる。このような

子のうまれ方を胎生という。

以上のような特徴をもとに脊椎動物を分類すると、①魚類、

②両生類、③ハチコウ類、④鳥類、⑤踊乳類という5つのクや

ノレープに分けることができる（€9） 。

慣温動物と変温動物

生物が生息している環境の温度は、昼と夜、季節などによって、大きく

変化する。環境の温度が変化しても、体温がほとんど変化しない動物が

いる。右のグラフのように、体温をほぼ一定に保つしくみをもっ動物は、

恒温動物とよばれる。一方、環境の温度の変化にともなって体温も変化

する動物もいる。これらの動物は変温動物とよばれる。

に一一一

・・E・

水申で生活Eするマグロの体形

*1 卵からかえった予が成長して予をつくれるよう
になる前に、からだの形や生活のしかたが大きく変

10 

化ヨる動物がいる。このような変化を差出といい、 15 

変態前を幼生、変態後を成1本という。
*2水cpにうむ卵には殺がない。陸上にうむ卵に
は殻があり、乾燥に強い。

50ぺーヲg，の
脊椎動物を

5つのグループlご
分類してみよう．

体j』i

℃ 

30 

20 

恒j刷物

lノ

グ い れナユ？矧J

。10 20 30 40気温
体温の変化のちがい

［℃〕

．． ＼ 

ノ

20 

25 
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・生活場所 水申
・体表 うろこ

・呼服 えらで呼眼

・うまれ方 卵生

（売買がない）

ー＼了一一 魚類

幼生は水中

成体は陸上

・体表 しめった皮膚

・呼眼 幼生はえらと皮膚で呼眼

成体は肺と

理竺哩堅一一－＇~~＜；；1
・うまれ方 卵生（殻がない） ~－...さ恥・

コイの卵

・生活場所

コイのうろこコイ

両生類
／． 

カエルの鈎生
（おたまりやくレ） 力エル（成体）の皮倍

カエル（成体）

.,..,.: . 

y議7 ・生活場所 陸上

・体表 羽毛
・呼服 肺で呼眼

・うまれ方制 卵生 、
（かたい殻；がある） ,, 

ハトの卵

・生活場所 陸上

・体表 毛

・哩眼 肺で呼眼

・うまれ方制 胎生 あ

ハトの羽毛

鳥類＼ 

日南乳類
,--

53 

ウサギのそ子

鳥類の多くは親が卵をあたため、三子に食物をあたえて育てる。

附乳類は、メスの親が生まれた吾に事しをあたえて育てる。

ウサギの毛

*3 
*4 ~・脊椎劃物の分類
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トノサマバッタ

さまざまな無脊椎動物

無脊椎動物

レッツスタート！

・~－ゃ、 第 1 章で作成した動物の生物力一ドを
使って、か5だの特徴が同じものどうしのグループを

つ〈ると、どのようなクループができるか考えよう。 ー 〈 理科の見方・考え方 迫b
48ページで動物は背骨（脊椎骨）をもっているかどうかで、

脊椎動物と無脊椛動物に分けられることを学習した。 ‘翠’は

無脊椎動物の例である。無脊椎動物にもさまざまな種類があり、

そのからだの特徴のちがいなどから、いくつかのグツレープに分

類することができる。

.... ~温・ '1;: 

それぞれの動物のからだのつくリと、

そのぢ力ずいlごiili-回しよう，

それぞれの

無脊椎動物lごは、
どんな特徴が

あ否のかな。

10 
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無脊椎動物には、からだに節のある動物と節のない動物が

これらの動物は、その特徴により、さらにいくつかのク》

ープに分けられる0

．節足動物

いる。

!.I・甲殻類の特徴（写真はサワガニ）
とうasう，， ふ〈♂

からだは頭胸部と腹部の2つ、またはタンゴムシな
とう S o.うぷ

どのように頭部、胸部、腹部の3つの部分からなる。

あしの数は昆虫類よりも多い。水中で生活するわの

が多く、えらや皮屈などで呼服する。

カニ、エピ、カブトムシなどの動物は、からだが殻でおおわれ

ており、からだに節がある。殻はからだを支えたり、保護したり

するはたらきをしている。この殻を舛骨格という。筋肉は外骨

格の内側についており、関節では、外骨格を引っ張るようにし

てはたらく。

このようなからだのっくりをした動物は節足動物とよばれ、

議論（⑮ ）ゃ詰議（⑬ ）、クモやサソリのなかま、ムカデ

のなかまなどがある。

甲10 

．軟体動物

イカのからだには節がなく、内臓は外とう膜とよばれる筋肉で

で、きた膜に包まれている（‘!9）。このような動物を軟体動物
という。軟体動物には、アサリやサザエのように、貝殻で外とう

15 

胸部

気門

6’ 昆虫類の特徴（写真はカブトムシ）

成虫のからだは頭部、胸部、腹

部の3つの部分からなり、胸部
lこ3対のあしがある。胸部や腹

さむん

部には気門があり、ここ力、ら空

気をとりこんで呼服している。

膜をおおうものもいるCED）。

55 

あしCD 
アサυのからだのっくりnd 

／
＼
 つのだ－b

 
かのカイω

…
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調べよう

身近なところで見ることのできる無脊椎動物

（毘虫、工ピ、力二、イ力、アサリ、ミミズなど）

を観察しよう。

①か5た、lこどのような部分があるのか栓諒する。

①からだの表面ゃからだの動かし方、移動のしかたを調べる。

①食物の食べ方を観察する。

①ルーペゃ対雌長体損微鏡を使って、より細部を観察する。

｜注意・観察終了後必ず手間。 ｜ 
A ～v ・採取した生物は最後まで飼っか、採取した場所へもどす。｜

考察のポイント

・調べた無脊椎動物のからだのつくりゃ

動きには、どのような特徴があるか0

・さまざまな無脊椎動物の

からだのっくりや

動き方の特徴を比較する。

10 

15 

節足動物

甲殻類や毘虫類やクモなどは

節足動物という。

甲殻類の例

・ザリガニ ・工ピ

・力二 ・ミジンコ など

昆虫類の例

・バッタ ・チョウ

・カブトムシ ・アリなど

軟体動物

イ力、タコ、アサりなどは

軟体動物という。

軟体動物には、

観察した無脊椎動物のからだは外骨格でおおわれていたり、 水中で生活するものが多い。

内）臓が外とう膜で包まれていたりしただろうか。 えらや肺で呼服する。

その他の無脊椎動物

ミミズを観察すると、ミミズのからだには外骨格も外とう膜も 20 

ないことがわかる。つまり、ミミズは節足動物でも軟体動物でも

ない無脊椎動物に分類される。このように、 #,I・脊椎動物には、

節足動物や軟体動物以外にもさまざまな種類の動物がいる

(Git）。 その他

無脊椎動物には、

25 さまざまなグループが存在している。

学びをいかして考えよう

45ページの写真の動物か5無脊椎動物を選び、

その動物と54ページの写真の無脊椎動物が

節足動物、軟体動物、その他のどのグループに

分類できるか考えよう。

”’ ＇ I''';,(,,~ .. tlllmHI臨調・

30 

例

・ウ二、ヒトデ、ナマコのように

からだが放射状に広がるグループ

・クラゲ、やイソギンチャクのように

針でさすクループ

・ミミズやゴカイのように、力、5だが

円柱状の節がつながってできているグループ

Git 
さまざまな無脊椎動物の夕、ループ
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ミジンコ

57 

ヤリイカ

ウメボシイソギンテャク

ミスジマイマイ

マナマコ

J＇＼フンウ二



動物の分類表の作成

レッツスタート！

今までに学習したことから第1章で作成した生物力一ドの動物の特徴を考えて、動物分類ゲームをしてみよう。

① ｜① ；① 
2人1組になり、それぞれ生物力 ｜ 順番に、それぞれの力一ドの動物 ｜ 先に相手の力一ドの動物の分類
ード師、 1枚ずつ選ぶ。このと ｜ の特徴について、胤リか川、 ｜ 名を告えられた方を勝ちとお。
き、相手には選んだ力一ドを見 ! えjで筈えられる質問をしていく。

せないようにする。

空生物力一ドの一例
（昆虫類）

① 

① 
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これまでに学んできたように、動物も植物と同じようにそれぞ

れがもつからだのっくりの特徴などに注目すると、

第
3
E出
動
物
の
分
類

脊椎動物4 臥50、

無脊椎動物・・P.54Jの

それぞれは、すら（ご

細かいグループlご
分け~ごとか、できたね。

いくつかのグ

ノレープに分類することができる。

理科の見方・考え方

ごれまでIご学んで、をた分類のしかたをふリ返ろラ。

共通点や相違点を宅とIご、

分類す~順番を考え否ごと宅大事だよ。

ここでは動物の分類に適したからだのっくりの特徴に注目し

て、それらの共通点と相違点から分類表を作成する。

左ページの動物分類ゲームをふり返り、正解した場合や不正

解だった場合の質問のしかたをいくつかのペアで集まって発表

し合い、動物を分類するJI慎番を決めるとよい。

学びをいかして考えよう

右の分類表の続きを書いてみよう。

また、これまでに出てきていない

動物をあl式作成した分類表、

または61ページの図の

どのグループに入るか考えよう。
ない

10 

・ ．・．

・.......・....ー．． ．．

ある

15 

【告仕事図鑑】

動物解説員のアドパイス

59 

.先でえさをつまむようす

器用につまみ上げます。また、砂浴びにも水を飲むのに

も鼻を使います。さ5に、なかまのそばへ行くと相手のか
たん抱ん

5だlこ鼻をつけ丹念ににおいをかぎます。ゾウにとって

の鼻は、ヒトにとっての「手Jのような役割わにない、コミ

ュニケ ションの道異でもあることがわ力、りま茸。
このように、生物のか5だの特徴に注目して観察すると、

いろいろなことがわかるのです。このほか

にも、いろいろな視点か5生物を観察して

みましょう。

アジアソウ

分類をするなら、まず自分の目で見て観察することが

必要です。例えば、ゾウで注目するのは、長い鼻をもっと

いうことでしよう。その聾をくわしく観察したことはあり

ますか。まずは、動物園でゾウを観察してみましょう。

ゾウの鼻先に注目レてみてください。私たちと同様に

聾の穴が2つあり、アジアゾウではその上に1つ、アフυ
力ゾウならその上下に2つの三角形の突起があります。

その劃きを追うと、ゾウたちは絶えず鼻先を地面や周囲
か〈にん

のものに向け、においを確認しています。そして食べられ
ぜんたん

るものを見つけると、先端の突起を使い、落ち葉1枚でも



1707年、スウェーデンの

初めは医学を学ぶためにスウ工ーテ、ンの

大学に入学したが、人がらや先生に

めぐまれたおかげもあり、

博物学を大いに学んだ

28歳のとき、リンネは
値物のおしベの数を数えることで

分類する「性分類体系j；を提唱した

この分類法を最初に発表したのが

l自然の体系Jだった

J
 ，、JP
 ？
 

そのわかりやすさや抑秘性も手伝って

『自然の体系』は人気を悔し、

リンネの名はヨーロッパに知れわたった

当時、新しい笠物には研究者によって

とても長い名前がつけられ、

判別や分類がしっ、らかった

分けた

グループの

なかの

生物の

特徴を

くわしく

調べると

さらに

分類できる

ヒト〔HomoS~pie附〕

リンネはこれを改め、「二名法jという

現在でも用いられる表記を広めた

リンネによって定められた植物学と

動物岩手の分類の体系の示し方は、
( l許A

現在どの図鑑でお採用されている
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第

3
g
動
物
の
分
類

学んだことをチェックしよう

。 動物の分類表の作成

白 身近な動物をあ｜式下の図のどのグループに

当てはまるか考えよう。

+P,58、5’。身近な動物の分類

口 動物は背骨をもつか、もたないかで大きく2つのグル

ープに分けられる。背骨をもっ動物を（ ）といい、

背骨をもたない動物を（ ）という。

+P.48 

。脊椎動物叫52

ロ 脊椎動物は、か5だのつくりゃはたらきの特徴をもと

にして、（ ）、（ ）、（ ）、（ ）、

（ ）の5つのグループに分類することができる。

。無脊椎動物 4・ss-s7

口 無脊椎動物は、舛骨惜をもち、からだに節のある

（ ）と、タ4とう膜で内臓のある部分が包まれてい
てからだに節のない（ ）、その他の無脊椎動物

に分類することができる。

動物の例

サル、ネズミ、
コワモυ

分類その他の特徴体表睡眠のしかた否のうまれ方背骨

聞乳類， ．． 圃園田．． 
雇通話輔
（体温をほぼ

一定に保つ）

毛胎生

ワジ、ツル、
ニワトリ

鳥類羽毛飾

から卵生
（般がある）

脊縫劃物

（背骨をもっ）
カナヘビ、
カメ、ワ二

イモυ、カエル、
サンショウウ~

サケ、メダカ、
タツノオトシコ、

ハチュウ類

両生類

園高

益謹話語
かんきょう

（環涜の温度

の変化にと

もなって体温

が変化玄る）

うるこ

しめった皮膚
成体：肺と長晶

幼生：えらと皮膚
卵生

（織がない）

魚類うるこえら

動
物

カニ、エビ、
ミジンコ

単極説

節
足
働
物

からだが

外骨格で

おおわれて
いる

えらなど

バッ夕、
カブトムシ

毘虫類気円から

空気を
とりこむ無脊椎動物

（背骨をもたない）
クモ、ムカデ

イ力、タコ、
アサリ

その他

”とう膿が肉鴎
を包んでいる

卵生
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ミミズ、ウ二、
ヒトデ

軟体動物

その他

えらや飾



学びを生活や社会に広げ法う

私たちは、さまざまな植物や動物を、食品や日用品、家具などとして

利用している。私たちの生活にかかわるさまざまな生物について考えてみよう。

• t宣術・家庭で学ぶこと

野菜・いもの種類→申学家庭

； ミ：；丸；弘元.~’φ隼活与さまさぎな生物を結びつげてみよう ： 】
①生花店や青果店に、どのような植物があるか

見てみよう。その植物は、どのようなグループに

分類されるだろうか。

①自分の食べている料理を思い出して、

どのような生物を食べているか考えてみよう。

G・ 夕食の誠註とその柑料の例
献立

サケのムニエル

材料（食昂）

夕食

一

実
凶
】
《

出
小
沢魚

ケ
一
間

サ
一
劃つ椎

一ド脊

エンドウ コムギ（口ールパンの原付料）
たんしょうるい

被害福物単吾菜類
ひし＂く忍コ乏ヨ

彼吾植物双号葉類
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一一 一主＼
〔 ；三： ：、； もっと野外観察をiレτみよう： ；： 」
野舛観察を行うと、島近な生物がたくさん見5れる。

野舛観察をするときの見方やテーマ、

野外観察をする場所や生物を自分で決めて、

さ5に観察をレてみよう。

香

一定の期間、同じ場所で

同じ生物を観察する。

3 場所による生物の種類のちがいを出較する。

①通学路で見つけた生物の

分類を考えてみよう。

①野舛観察をするとき、

どこでどのような生物を

観察して、記録用紙に

注意・危険な場所、立ち入り禁止区域には行かない。

ん~ ・池や川、海に行くときは、 事故のないようじゅうぶんに気をつける。
いっしょ

・できるだけ1人では行動せず、保護者などと一緒に行く。
るしに2

・長そでと長ズボンなど、はだの露出が少ない服装で行〈。

・ハチ、ムカテeなと。危険な生物に近つ・ヵ、ない。

・地面をほったり石を動かしたりした場合は、できる限りもとにもどす。

・飼育生物は、責任をもって世話をする。野外にはなしてはいけない。

2 ちがう場所で同じ種類の
ひかく

生物をさがし、数の出較を三ずる。

4 の
M
即

日

。

生

る
る

S
U
臨

し
を

恥培

動

U

栽

行
や

や

育

長

飼

成

どのような頂旨を

記録していくとよいか、

考えてみよう。
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